
 

 

   

2026年 11月 5日 
各  位 

会 社 名  兼松株式会社 

代表者名 代表取締役社長 宮部 佳也 

    （コード：8020、東証プライム） 

問合せ先 ＩＲ室長 近藤 実穂 

    （TEL. 03-6747-5000） 

 

剰余金の配当(中間配当)および期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

 当社は、2026年 11月５日開催の取締役会において、2026年９月 30日を基準日とする剰余金の配当および

2027年３月期の期末配当予想の修正を行うことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．中間配当の内容 

 決定事項 
直近予想 

(2026年５月８日公表) 

前年同期実績 

（2026年３月期） 

基 準 日 2026年９月30日 同左 2025年９月30日 

１株当たり中間配当金 38円50銭 35円00銭 57円50銭 

配 当 金 総 額  6,485百万円 － 4,843百万円 

効 力 発 生 日  2026年12月４日 － 2025年12月２日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．2027年３月期 期末配当予想修正の内容 

 年間配当金（円） 

中間 期 末 合 計 

前 回 予 想  35円00銭 35円00銭 70円00銭 

今 回 修 正 予 想   38円50銭 77円00銭 

当 期 実 績  38円50銭   

前 期 実 績  

（2026年３月期） 
57円50銭 34円25銭 - 

（注）当社は、2026 年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2026 年

３月期の１株当たり中間配当金については、当該株式分割の影響を考慮する前の金額を記載し、年間配当

金合計は「－」として記載しております。株式分割を考慮した場合の 2026年３月期の１株当たり中間配当

金は 28円 75銭となり、１株当たり年間配当金は 63円 00銭となります。 

 



 

３．理由 

当社は、株主の皆さまに対する利益還元を経営の重要課題と認識しております。中期経営計画

「integration 1.1」においては、事業拡大や企業価値向上につながる成長投資に注力するとともに、利益

成長に応じた株主還元を実施することを基本方針としており、総還元性向 30～35％を目標とするとともに、

累進配当を実施しております。 

 

当期につきましては、足元の業績が順調に進捗していることから、本日公表いたしました業績予想の上

方修正を踏まえ、中間配当を前回予想から３円 50銭増額し、１株当たり 38円 50銭とすることといたしま

した。また、期末配当予想についても前回予想から３円 50銭増額し、１株当たり 38円 50銭に修正するこ

とといたしました。 

 

これにより、2027年３月期の年間配当金は１株当たり 77円 00銭となる予定であり、配当性向は 33.3％

となる見込みです。 

 

以   上 


